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初
夏
の
原
野
に
は
、
原
野
だ
け
が
も
つ
独
特
の
空
気
が
あ
る
。
野
を
わ
た
る

風
に
乗
っ
て
、
シ
マ
ア
オ
ジ
の
吹
く
フ
ル
ー
ト
が
細
く
ひ
ょ
う
ひ
ょ
う
と
聞
え

て
き
た
り
、
ア
シ
の
陰
か
ら
ク
イ
ナ
が
ふ
と
内
気
そ
う
な
顔
を
の
ぞ
か
せ
て
す

ぐ
消
え
て
し
ま
う
の
が
見
え
た
り
す
る
と
、
原
野
は
、
も
は
や
た
だ
の
荒
地
で

は
な
く
、
か
け
が
え
の
な
い
宝
物
を
秘
め
た
土
地
と
思
え
て
く
る
も
の
だ
。

ア
カ
モ
ズ
は
、
原
野
の
鳥
と
し
て
は
あ
ま
り
め
だ
つ
ほ
う
で
は
な
い
が
、
な

か
な
か
美
し
い
色
彩
を
し
て
い
る
。
背
の
褐
色
も
、
腹
の
白
も
す
っ
き
り
と
冴

え
て
い
て
、
目
を
と
お
る
黒
い
線
と
眉
の
白
の
対
照
も
鮮
か
で
あ
る
。
大
き
さ

は
モ
ズ
と
ほ
と
ん
ど
同
じ
だ
が
、
長
い
渡
り
を
す
る
こ
と
へ
の
適
応
と
し
て
、

モ
ズ
よ
り
も
長
い
翼
を
も
っ
て
い
る
。

ア
カ
モ
ズ
と
モ
ズ
は
習
性
が
よ
く
似
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
同
じ
場
所
に
両

■）

ズモカア

者
が
共
存
す
る
こ
と
は
む
ず
か
し
い
の
か
も
し
れ
な
い
。
お
そ
く
渡
っ
て
く
る

ア
カ
モ
ズ
が
、
早
く
か
ら
な
わ
ぼ
り
を
確
立
し
て
い
る
モ
ズ
に
追
い
立
て
ら
れ

る
こ
と
が
あ
る
。
ふ
つ
う
同
種
内
の
関
係
で
あ
る
な
わ
ぼ
り
が
、
異
な
る
種
に

向
け
ら
れ
る
例
と
し
て
、
め
ず
ら
し
い
こ
と
と
い
え
よ
う
。
そ
れ
で
も
ア
カ
モ

ズ
は
な
ん
と
か
濯
木
の
し
げ
み
に
居
を
定
め
、
つ
れ
あ
い
を
迎
え
て
育
児
に
は

げ
む
。
ヒ
ナ
が
巣
立
す
る
と
両
親
は
子
供
た
ち
を
二
群
に
分
け
、
そ
れ
ぞ
れ
一

群
ず
つ
受
け
も
っ
て
世
話
を
す
る
と
い
う
。

夏
の
お
わ
り
の
お
だ
や
か
な
日
、
ア
カ
モ
ズ
は
次
第
に
た
か
ま
る
内
か
ら
の

衡
動
に
駆
り
た
て
ら
れ
る
よ
う
に
、
梢
か
ら
舞
い
上
っ
て
は
滑
空
す
る
こ
と
を

く
り
か
え
し
て
い
る
。
彼
が
原
野
を
去
っ
て
南
に
旅
立
つ
の
は
、
そ
れ
か
ら
間

も
な
く
で
あ
る
。
（
写
真
は
涛
沸
湖
畔
で
　
撮
影
柳
沢
紀
夫
）
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日米間で

鳥類保護条約
令　日本とアメリカで渡り鳥を保護

野鳥保護団体等の強い要請で、10年来の懸案となって

いた日米渡り鳥保護条約（正式な名称は、渡り鳥及び絶

滅のおそれある鳥類並びにその環境の保護に関する日本

国政府とアメリカ合衆国政府との間の条約）が、3月4

日外務省において、福田外務大臣と、マイヤー駐日米大

使との間で署名された。

この内容を要約すれば、①両国間を往復するシギ、ハ

クチョウ、ガン類など渡り鳥189種の捕獲、その卵の採

取を規制する。④それぞれの国で絶滅のおそれある鳥と

その加工品の輸入を規制する。④両国は保護の対象とな

った烏の生息地の環境保全と改善に努める。④これらの

鳥の実態と保護について共同研究資料の交換をする、な

どであるが、この国際条約は日本では始めてのもので、

今後は日中、日ソ、東南アジアとの条約締結へも進むこ

とが予想される。

この条約の調印にともない、環境庁では「特殊鳥類の

譲渡等の規制に関する法案」を今国会に提出したが、こ

の中には絶滅の危機にある鳥類として、日本28種、米国

46種の鳥が指定され、この烏は譲り受けや譲り渡しまた

輸出入などの一切の行為が禁止され、特別に保護される

ことになっているが、本道に関係するものとしては、

タンチョウ、カラフトアオアシシギ、アホウドリ、シ

ジュウカラガン、ニホンイヌワシ、エゾシマフクロウ、

エゾミユビゲラ

等が指定されている。

◇　鳥類観測ステーションの設置

こうした渡り鳥と、特殊鳥類の保護対策を進めるため

国の予算も大巾に増額されている。増額されたといって

も、アメリカの約200億円を越える行政費に対し、僅か

1億数千万円であるが、この予算の中から、本年は野鳥

の標識調査を実施するため「鳥類観測ステーション」が

全国に18カ所設置される。

この観測ステーションは、1級と2級があり、全国で

1級が3カ所、2級が15カ所であるが、本道には1級1

カ所、2級3カ所が設置される予定で、1級が道北地方

のサロベツかクッチャロ湖畔に、また2級は天売島、大

黒島、風蓮湖畔が候補地となっている。

さらに、渡り鳥の渡来、繁殖地として重要な干潟の調

査が進められることになっており、ノトロ湖、サロマ湖

サロベツなどがあげられているほか、タンチョウの生息

地の調査が実施される。

また、野鳥の森の設置は、全国4カ所のうち本道に1

カ所の建設が内定しており、美瑛町の白金国設鳥獣保護
＼J

区の中に設置される。この野鳥の森は、野鳥保護思想を

普及するため、野鳥誘致のための保護施設と、探鳥路を　　）

設置するもので、金冠国庫によって建設される。

国の事業の方向が、本道を対象として大巾に拡大して

いるのは、鳥獣における本道の地位を示すものであり、

これに呼応した住民運動の併行が必要であろう。とくに

生態の明らかでない野生生物の研究調査の分野が、やっ

と一歩ずっ進みだしたことを心から歓迎したい。

◇　鳥獣審議会が第3次計画を答申

3月22日　札幌市富士屋ホテルで開催の北海道鳥獣審

議会（会長犬飼哲夫）は、昭和47年度から5カ年計画で

実施する第3次鳥獣保護事業計画を知事に答申した。

鳥獣審議会は、鳥獣保護や狩猟に関して、知事の諮問

に応ずるため設置されており、委員15人は動物学者や、

鳥獣保護団体、狩猟者団体の代表、農業団体、行政機関

の賑昌などによって構成されている。

鳥獣保護事業計画は、鳥獣保護と狩猟に関する法律に　＼／

よって策定されるもので、その基準は環境庁長官が定め

ることになっており、今回計画されたあらましは次のと

おりである。

1鳥獣保護区は、既設の238箇所にさらに新設94箇所

を加えて面積約28万ヘクタールに拡大する。

2　休猟区は、市町村数の約3分の1を休猟させるため

の措置をとる。

3　鳥獣保護区内の施設の整備を強化し、とくに誘餌木

等の植栽を進める。

4　鳥獣保護昌を現在の140名から213名に増員し、鳥獣

保護区の管理や狩猟取締りを強化する。

5　鳥獣の生息現況等により、鳥類分布図や、鳥類目録

を作成する。

6　道内4カ所に野鳥公園を設置し、人間と自然との対

話を深める。
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増　七　の　樹　園　地　に　ふ　る　冬　の　鳥

例年になく積雪の少ない冬であった。季節の進行もめ

っぽう早いような気がする。

1972年3月1日、増毛町市街地（西暁寺の庭）でムク

ドリを1羽見たが、19日には5～6羽づつの小群が、中

歌鉄道防雪林と民家の間を往来して賑やかであった。以

前からそう思っているのだが、増毛地方でもムクドリは

越冬しているのではあるまいか。そういうグループがい

るような気がしてならない。

ハクセキレイについては3月8日初認されたが、私が

最後に碇認したのは昨年の10月15日に、暑寒別川畔黒岩

尻でハクセキレイとセグロセキレイとが混ってさざめく

姿であった。ハクセキレイが雪の消え去った農家のトタ

ン屋根にとまり、春がきたことを告げるので、この頃か

ら園芸農家は外廻りの仕事の手筈を整えるのに余念がな

い。

×　　　　　　　　　　　×：一一一一

そういえば、毎年のように群をなして果樹園を襲う、

ウソの姿はほとんど見られなかった。主としてウメの芽

を食害し、これがなくなるとスイミツ、サクランボの順

に食べ、リンゴは余り実害がない。

大群がみられるのは短い期間だが、食欲は旺盛なので

全滅に近い被害となる。ウメやスイミツは果樹園経営上

補助収入源として欠くことのできぬ存在なので、農家が

敏感になるのは当然のことだ。

ウソが姿を見せないのは、むしろ心配の種である。ど

こかで大量に捕獲されているのではあるまいか、などと

＼－／　気になってしかたがない。それほど、この大食漢は評判

が惑いのだ。鼻をつきあわせていれば腹もたつが、姿を

みせないと寂しい思いをするのが、常連の顔である。

m－　×　　　　　　　一　×

樹園地の収穫せずに終った果実は、腐ってあちこちに

落ち、ヒヨドリの餌として貴重である。かなり倉庫の近

くまで寄ってきて、大胆に索餌する。

エゾアカゲラは古くなったリンゴの幹に穴をあげるの

で、これも嫌われている鳥のひつとだ。もっとも考えよ

うによっては、更新すべき木を教えてもらっているよう

なものだ。

キレンジャクとヒレンジャクは混っていることもあり

ポプラなどの高木にとまって、やはり因果（リンゴ）を

食べている。

高　　橋　　明　　雄

暑寒別川流域にはヤドリギも多く、時把はサクラの木

に寄生していることもあるが、これもキレンジャクの餌

になっているらしい。そういえば、この地域にはネナシ

カズラも多いので、野鳥の餌としてはなかなか有効であ

る。

カケスは好奇心の強い鳥で、冬枯れの樹園地に出没し

て、なかなか逃げ去らない。

－　×　　　　1　　　　×

いっもならば三月に入ると、鉄道保安林の残雪の中に

点々とハシブトガラスの死骸を見るのだが、今春はほと

んど目につかない。予想列の暖冬だったことも原因のひ

とつではあろうがむしろ食物が潤沢に得られたことの方

が、彼等にとっては幸運だったであろう。

増毛港で水揚げされるスケトウダラの漁は比較的よか

ったので、水産加工場から吐き出される廃棄物は豊富に

彼等の食卓を潤した。内臓は大好物、時にはカスべやタ

コの臓物をみつけて、メニューを工夫することもでき

る。川口へすてる習慣があるので、これへ蠣巣するので

ある。幸福な黒坊たち。

×　　　　　　　　　‾　×　一

最近、漁協で力を入れているサケ・マスふ化事業所の

附近で、カワガラスを2羽目撃した。すでにふ化した稚

魚は戸外の水槽に入っているが、日光浴のためには蓋を

とり除く。

ほんの出来心で、彼等が稚魚を食べたりしなければよ

いが‥・…

管理人と番犬とが、よってたかって仲のよい田舎者の

夫婦をべ総括ミしたりしなければよいがと気にかかる。

3月12日の増毛町暑寒沢の探鳥では、下記の鳥をみた

ので次にメモする。

キレンジャク、エゾアカゲラ、ヤマゲラ、ハジブトガ

ラス、ハシボソガラス、カケス、シジュウカラ、カワ

ガラス、コガラ、ヒヨドリ、ムクドリ、スズメ、ハク

セキレイ　　以上13樫。　　　　（増毛高等学校）
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神奈川県一県に匹敵するといわれるほど広い勇払原野

にも、工業港の開発、東部工業港の着工が間近に迫って

おり、野鳥の宝庫も年ごとに埋立てられ、渡り鳥の数も

年々減少の一歩をたどりつつある。白鳥、マガン、ヒシ

クイ、カモ類の中継地ウトナイ湖、弁天沼も、やがては

鳥の姿も見られなくなることと思われる。雄大なオオハ

クチョウも、勇払川の改修によって、水は深く、また流

れも早くなり、遽履物も全くなくなり、一昨年までは大

空を残物顔に飛んでいた姿も見られなくなった。

本道には数少ないアオサギのコロニーにも、今年は何

羽のアオサギが来てくれることだろう。好物のドジョウ

やカラス貝、タニシなども附近の川沼から追放されてし

まった。昨年ドジョウを取寄せてコロニーの近くに置き

餌付けを試みたが、用心深いアオサギには成功しなかっ

た。毎年暖かい砲方へ渡って行き、春先に帰って来るア

オサギが、昨年12月末と今年1月17日と、1羽ずつウト

ナイ湖で確認された。越冬していたのではないかと思わ

れる。

優美な姿で楽しませてくれたキレンジャクも今年は見

ることができなかった。

水禽類もどんどん北上しており、3月25日現在、ウト

ナイ湖、弁天沼を中心に、マガン、ヒシクイ　約200羽、

白鳥も約200羽、マガモ・オナガガモ・ヨシガモ・コガ

モ・オシドリ等は今が一番羽色がよく、ファッションシ

ョーを見るようや、＿最も多い時期は4月初旬、マガン●

ヒシクイは約2，0011羽、カモ類は何万羽と翼を休め、こ

れらの湖沼では、あたかも水鳥のオーケストラを聞くよ

うな感がする。彼等は天候の回復を待ち、朝早く海外旅　＼＿＿ノ

行に旅立って行く。

このように何千年来続いてきた渡り鳥のコースも、産

業開発に追われ、だんだん狭まり、あちこちに工場が進

出して色とりどりの煙を吐出している。野鳥を追出し、

やがて人間も逃出さなければならないような国土にはし

たくない。野鳥の姿も昔話にならぬよう、自然を大切に

残しておきたいものである。

（苫小牧市在住）

烏　の　旅

北海道では冬になると野鳥がぐんと少なくなってしま

う。探鳥会にいっても、夏ほどたくさんの鳥に出合うこ

とはない。しかし、冬になると夏にはめったに見られな

いめずらしい鳥を見ることができる。タンチョウやオジ

ロワシなどがそうである。それに冬だけ日本にやってく

るオオハクチョウなどがいる。こういった鳥を見に2月

下旬に道東をまわった。

タ　ンチ　ョ　ウ

釧路駅でおり阿寒湖畔行のバスにのると、リックをも

ち同じようなかっこうをした人が何人もいる。みなタン

チョウを見に行く人なのだろう。ツル公園でおりる人は

なく、みな23線で下車すると山崎さんの畑へと向う。こ

こはだいぶ前から餌づげをしていて、毎年冬の間野生の

タンチョウが食事にやってくるところである。観光客の

間ではツル公園より有名になっているようだ。

－冬の道東－

藤　　巻　　裕　　蔵

着いたときには、まだタンチョウは来ていなかった。

目につくのは望遠レンズの列だけ。やがて、3羽のグル　　ヽ≠／

－プがとんできたのにつづいて、2～4羽づつがとんで

くる。たいていは成鳥とまだ褐色の首をした若鳥である
一つのグループが家族なのだろう。餌をたべるもの、つ
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つきあうもの、首を高くあげて鳴きかわすもの、さすが

動きは優雅である。大きなタンチョウにくらべると、一

緒に餌をあさっている′、シボソガラスが小さくみえる。

スズメにいたってはゴマのようである。

タンチョウの数は、帰るまでには25羽になっていた。

オ　ジ　ロ　ワ　シ

野付湾にはりつめた氷が朝日で赤くかがやき、それが

やがて白くなりはじめると、コマイ漁がはじまる。氷の

下にはってあった網をひきあげると、コマイやカジカな

どがとびだしてくる。はじめのうち元気だった魚も、寒

さですぐに凍ってしまう。雑魚はその場にすてられるの

で、これをねらってカモメ、カラス、ワシが集ってくる

わけである。

20倍の望遠鏡でみまわすと、広々とした氷のあちこち

にオジロワシがおりている。全部で8羽。中には展のま

っ白な成鳥もみられ、ときどきとびたっては、ゆったり

と滑空する。まわりにいる′＼シボソガラスとくらペても

相当の大きさのはずであるが、それほどに感じないのは

広々とした氷上のためであろうか。

オオハク　チ　ョ　ウ

尾岱沼の少し南にある白鳥台。ここは春別川の河口で

冬でも氷がはらないため、オオハクチョウが集まってく

る。青い海の上はみわたすかぎりオオハクチョウといっ

ても、いいすぎではないほどである。遠くで休んでいる

大きな群は白い帯となって、まるで流氷のようである。

全部で1万羽くらいはいるであろうか。

近くにいるものは、首を水中につっこんで餌をあさっ

ているが、エンバクをまくとすぐ目の前まで近よってく

る。餌をたべるのにおしあいへしあいの混雑で、まるで

飼育されているアヒルのようである。これとまったく対

照的なのがオジロワシで、ぜんぜん人間をよせつけよう

としない。望遠鏡を使わないと、その姿をはっきりと見

ることはできない。しかし、そのほうが、野生の鳥を見

るたのしみとしてはよいような気がする。

コ　オリ　ガモ

道東の烏の旅の最後は花咲港である。冬の港は、海

がシケて船がはいってこないかぎりひっそり　としてい

る。

氷の上でオオセグロカモメやセグロカモメが休み、氷

のない海面ではコオリガモが「アオナ、アオナ」とない

ている。近よると遠くへ泳いでいってしまうが、餌をさ

がしにもぐり、海面にとびだすたびに少しづつ近よって

くる。こちらが動かないでじっとしていると、すぐそば

まで来て「アオナ」を唄う。

コオリガモはタンチョウやオオハクチョウと比べると

あまり見はえのしない烏であるが、人間をそれほどおそ

れもせず、かといってなれなれしくもない。今回の烏の

旅では、この鳥が見ていて一番たのしかった。

烏　と　観　光

阿寒のタンチョウも尾岱沼のオオハクチョウも、すっ

かり観光名物になった。5年前に尾岱沼に行ったときは

見物する人も数人であったが、今度はウィークディであ

るにもかかわらず、いれかわりたちかわり人が訪れ、常

時30′、40人もがオオハクチョウを見ていた。人が増えて

くれは、中には鳥に「人害」をもたらすような人もでて

くるのではないだろうか。また阿寒で聞いた話であるが

カメラマンの中には、タンチョウの飛びたちをうつそう

として、ものをなげ、おどす人がいるという。写真の場

合、見るだけでは満足できずカッコよい写真をうつそう

とするから、問題となることも多くなるだろう。抱卵中

やひなを育ててるときには、とくにそうである。現にオ

ジロワシやアオサギではいろいろと問題がおきており、

新聞でも報道されている。

「現在SLブームで、マニアはカメラをかついで機関

車を追いまわしている。しかしSLの寿命もあと数年。

そのとき行先のなくなったマニヤは烏に向うのではない

か」。これは小川厳さんが「私たちの自然」に書いてい

ることである。もし、こういうことになれば、烏に対す

る「人害」も増えてくるであろう。私たちは鳥を見て楽

しむだけではなく、このような問題にも関心をもたなけ

ればいけないと思う。
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前号で、キクイタダキの属する科に触れた処、百武氏か

ら、昭和38年に鳥学会の発表で、シジュウカラ科からウ

グイス科に移籍されている旨の知らせを頂いた。したが

って、私が挙げた図鑑では、図版の都合で、元のシジュ

ウカラ科の位置のまゝ、脚に付けた名札の科名を変える

に止めたのであろう。キクイタダキにとって、ラグビー

でいうと、いわばアンウイルオフサイドであった。

中学に進んだ春、キクイタダキ出合の所から測量山の

麓に移った。こゝの三年間、私は野鳥にとり憑かれたと

いっても過言でなかった。山あいの一部を削った所に建

てた家で、二階の私の部屋の窓辺には、かなりの大木が

生えている雑木林の山が迫っていた。いろいろな鳥がや

って来たから、居乍らにして野鳥の観察がよくできた。

困寵にとりもちを塗った枝を差して、それに止った小

鳥を捕える方法を教えてくれたのは、近くに居た同級生

の長谷川四郎であった。彼の長兄の正治氏は、当時小樽

高商の学生で、帰省した時に、「燕雀安んぞ鴻鵠の志を

知らんや」などとよく言っていたが、昨年の選挙で、鴻

鵠の忘を遂げて室蘭市長になられた。彼の家の玄関先に

は手製のケrジがしっらえてあって、その中に、鴻鵠な

らぬ、マヒワやペニヒワの類の燕雀共が飼われていた。

遊ぶときも悪いことをするときも、行動は大概一緒であ

った。学校の帰りⅩ邸の苺園に案内してくれたのも彼で

適々、庭に園丁が居ると、訝る目を通り過ぎて、先代の

胸像に恭しく最敬礼をし、デザートの卓につかず退散し

たものだった。

夏の海の季節以外は、大半裏山に出かけたから、四季

に応じて、どこに行けばカタクリが採れ、福寿草がある

か、桑の実を喰べたい時はあそこ、クルミはあの沢とい

う調子であった。仲間同志で周知の場所もあったが、そ

れぞれ秘密の場所を持って楽んでいた。

野鳥についても同様であった。手元のヒガラが、仲間

の声を聞いて、急に勢づいて鳴出すと、われわれは、寵

を急いで枝にかけ、身を翻して薮に隠れた。シジュウカ

ラ科の烏は、梢から一気に飛んで来て、もちのついた枝

をこ止る。

私は、野鳥を記念すべき場所に、勝手にその烏の名前を

つけて意味付けた。例えば、よくエナガが来ていたワタ

ボウシ林。晩秋に、ヤマガラを2羽捕えたヤマガラ沢。

フィ、フイの聞えるウソ林という風に。マスイチに近く

潮風に苛めつけられたウソ林に、数学の滝沢先生の姿を

よく見かけた。自分のウソが鳴かなくなると、口笛で呼

込んでいるように見えた。そんな時、何故か私は、山の

小径で若し先生と出会うことがあれば、互にどんなにか

気羞しい恩をするに違いないと、そゝくさと落葉を踏ん

で先に山を下った。ウソの雄は、喉から胸にかけバラ色

で、玄人のおとな達は、これを照りと言っていたように

覚えている。冬から早春にかけて、桜や梅の木の芽を啄

みにやって来る。ロを開かず、喉の奥で含みのあるフィ

ーヒョーの鳴声が、やがて噴くなるにつれ、甘えるよう

な口舌に変って来る。ウソ林には、ヤマザクラでもあっ

たのであろうか。去年のゴールデンウイークに、378年

ぶりに、こゝを訪ねて見た。ヤマガラ沢には、巣箱がか

けてあったが、みぞれのため、ウソ林の桜は確められな

かった。学問の神として菅原道真を祀る天満宮には、

「東風吹かば」に因んで、梅林がある。だから、天満宮

には、ウソの玩具が売られている。太宰府のは持ってい

たが、亀戸天神のを欲しくて、1月25日の祭りに買求め

てくれるよう、人に軽んだが手に入らなかった。朝のう

ちに受験生に買いつくされてしまったとのことであっ

た。ウソはいっの間把か、ソフィストの魔力を持つよう

になってしまった。

大根を干す頃の小春日和に、ジュクジュク、チュイー

ンチュイーンとマヒワが群れてやって来て、タラノキの

実を喰べていた。雄は、体全体の苗色が濃く、頭の黒の

斑点が判然としている。晩秋には、ミソ沢と名付けた所

で、ミソサザイが尾を立て、小さな体を上下左右に握っ

ては、地面すれすれに飛び交っていた。大雪山探鳥会で

の見事な確りを聞くま

で、こゝでのチッチッ

という地鳴き以外、そ

れを実際に聞いたこと

がなかった。

街を練り歩いている

学生達のデモの先頭

で、知合の学生が、ピッ

ピーピッピーと笛を鳴

らしていた。目を覚ま

すと、アカハラが鳴い

ていたことがあった。

ナポレオンソロに出て

くるスラッシュ達（ツ
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グミ団）の陰謀ではなかった。小鳥の夢を見た朝は、必

ずといってよいほど、庭に小鳥の鳴声を聴いている。そ

して、夢の中の私は、大底、中学生になっている。私の

小鳥の夢に関する限り、フロイドの学説は当らない。ワ

ーズワースの「郭公に害す」にこんな一節がある。

O blithe New－COmer！I have heard，

I hear thee and rejoice．

O Cuckoo！shallI call thee Bird，

Or but a wandering Voice？

工have heard，工hearというのは、英文学者、沢村

寅二郎氏の解説によると、「少年時代に聞いたその声を

今また聞く」とするのが通説だそうである。数年前、藻

岩山の南側、北ノ沢に住むこととなって、少年時代に聞

いた小鳥の声を、今また聞くことになった。この号が出

る頃は、郭公ばかりでなく、ほかのNew－COmerSも沢

山やって来ている。　　　　　　　　　　　（つづく）

道南のオ　ジ　ロ　ワ　シ　な　ど

ヽ■■／

私は猟歴6年の新米ハンターです。だから野鳥の会の

方々には申訳ないが狩猟のできる鳥だけの区別がようや

くというところです。でも20年間くらいポッポッと山野

を歩き続けて居りますので、いろいろの動物とも出会う

機会があり楽しい思い出が数々あります。オジロワシの

ことは本誌2号で知内温泉館主の方が紹介しておられま

すが道南の東岸にも現在見られます。

その一つは恵山より4粁ほど西寄りの日浦灯台附近の

畳上で、頂上へは人が近付く事が困難のためでしょう。

数は1～2羽位より見て居りません。その二は鹿部町の

北で出来潤崎と松屋崎の中間ですが、これはトド撃ちの

ため、漁船で先輩について出掛けた折に望見したもので

すが、古木の頂、切り立った岩の上など高いところにジ

ッと停っているものや、50メートルほど上空をゆっくり

と飛んでいるものなど、その数は2桁に近いものです。

どのようなものか白浦の方が尾の白さが鮮かです。200

メートル以上に近づくことは困難のようです。さして飛

行速度は早いように感じませんが、2トン程の漁船より

はるかに速いものです。数の多い出来潤の方は駒ヶ岳の

噴火等で今は古い巨木はなく、ワシの方も渡りの途中で

しょうから営巣等は見られないことでしょう。私が見る

のは日中ですが、夕方の飛び去る方を見ますと室蘭方向

の崖の見えるところですから、いづこの土地でも天下の

要害にたてこもるのは同じですね。いずれも秋遅くより

2月～3月の雪のある頃までのようです。折を見て夏季

に調べて見たいと存じていますが、ここにも海岸に新国

道ができ、本年夏には整備を終ることでしょうから案外

と短い安住の地となるのかもしれません。

良く観察しようと思えば、烏のいるところへ歩かねば

ならず、良い写真を撮ろうと思えば、それなりの辛抱が

必要です。ハンターにもいますが、尊の中から銃を撃っ

ような方は、その気持だけでも鳥の仲間には入れません

ね（ただし、烏に近付くのには、この方が有利であるこ

山　　田　　佑　　平

とは事実ですが）。お金と暇が少ないので望遠レンズの

ついたカメラまではとうてい手が出ませんが、人のフン

ドシでは8ミリカメラと共に相当やってきました。今更

カメラの年令ではなく、愚妻より他人がぞくぞくと家を

建てていることを毎日尻をたたかれつつある身分ですが

如何ともならない毎日です。私の本来はスケッチブック

とカメラをかついで歩いた方が良いと思ってますが、い

までは銃をかつぎ熊追いのかたわら、野生のワサビを摘

み、熊の食べたウドの根元にビックリしながらも、農家

の方が子供の運動会のため、わざわざ川で突いたマスに

ワサビをキカしチビチビとやりながらの山の話（時には

漁村での炉辺の話）が何より楽しく存じて居るもので

す。したがってカモも猟期を通じて1～2羽くらいです

からすこぶる猟率の悪いハンターなのでしょう。第9号

には観察のための図鑑紹介がありまうので、その方への

意欲を燃そうと存じてます。道南の渡り鳥の休むところ

は、工場のために埋められ、別荘地のために整地されて

なくなりつつありますが、私の関係している船の方の話

を総合すれば、港内でのカモ類は依然として相当の群を

以て移動をしているようです。

恵山地区で一昨年に出食わしたことですが、道南でも

有数の出稼ぎ地方のため、小さな漁業のかたわら留守家

族が猪の額ほどの畠に、豆やトウキビを播くわけですが

「ごん兵衛種播きゃ、烏がつっつく」の例えのとおり、

キジさんがその霊感を以て片端から掘り起して食べてし

まうので、つくづくと手を焼いて、保護鳥であることは

知りながらも、畠のすみで見つけたキジの卵も『こんち

くしょう』とのことで、そっくり茹でたりして食べてし

まうそうで「12・3ケもあるのでけっこうたべごたえが

ある…・＝」とか『5月頃に来て捕ってくれば一番ありが

たいのに』とオバさんが宣わって居ります。

環境が変れば、一方だけの判断も良いような悪いような

気もするこの頃です。
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去年の夏コムクドリが、2陪ベランダの巣箱から南へ

帰ったが、家のこんだ西岡55番地では、花が咲く迄小鳥

は見られないと観念したものの、半信半疑で2m．の積雪

の庭に図⑤の餌台を作り、生米少々、リンゴを二つ切れ

にして置いた。

3日日の1月31日15時35分小雪、シジュウカラ7羽ご

来駕、発見者は女房。以下、雪の庭に来た小鳥を餌付メ

モかこよると

2月4日8時30分晴

6日12時25分晴

16時5分

8日12時1り分雪

13時

13時3日分

12日13時15分晴

13日8時　　晴

カケス各に1羽

ヒヨドリ＠に1羽

ジョウピタキ（労に1羽

スズメ＠③に2り羽

ツグミ、桜に1羽

ジョウピタキ⑦に1羽

シメ⑦に1羽

アカゲラ桜から各に1羽

14時　　　キレンジャク④＠⑤①に8羽

シジュウカラが来た頃、洗濯屋のライトバンの音で飛

び去ったので、図カ③⑨⑧とガラス戸を結ぶ庭の雪を南

西側に掘上げて、巾5m長さ4mの空地を作った。昔、

光、影が綾なすものの気配に小鳥が煩わされない環境を

造ったため、効果は95％である。彼岸の中日ともなると

人工の雪塀は半ばとけたが、餌を求めてキレンジャク、

ヒヨドリが来た。小鳥のメニューは

豚の脂肉　　シジュウカラ、アカゲラ、ジョウピタキ

リンゴの種　シジュウカラ、ヒヨドリ

リ　ンゴ　　キレンジャク、ヒヨドリ、ツグミ、シメ、

カケス

パンの耳　　シジュウカラ、アカゲラ、ヒヨドリ、カケ

ス、ツグミ、シメ、ジョウピタキ、キレン

ジャク

ヒ工。アワ。　スズメ

残　飯　　キレンジャク（但、2週間後、1羽）

焼魚の皮　　売行き不良

パンと脂肉は、藤ノ沢小鳥の村の小沢村長さんの助言

で、編袋に入れて散逸を防いだが、アカゲラはあの境で

キョッキョッと突きまくるので、直かに木に巻いてい

る。カケスは美しい鳥だが、餌を餌台で食べないで、く

わえたまま逃げるので、可愛気のない烏だ。スズメはテ

ーブルマナー最高で、頭ごと雪に潜り、背に雪をかぶり

ながら餌を残らず食べてくれる。

2月13日は、私には忘れ得ぬ小鳥の日である。14時、

キレンジャクが8羽庭の②③⑦に降りたった。眼前2桝

で頬が紅潮したことを今でも覚えている。早速さとう実

さんを呼び、16時48分飛び去るまで、左手にジンロック

右手に双眼鏡で餌付成功を喜ぶ親鳥の宴をはった。

レンジャクが庭に来たのは、2月は20日を除いて連日

で、20日頃からボスが他の仲間を追放するため、1羽だ

けがリンゴを食べる結果になった。3月6日8時35羽が

一挙に来た時は、庭が真黒になった。ひょろ長いヒヨド

リも、カッコのいいツグミも、レンジャクが冠毛を立て

て黒境を一杯に拡げて怒ると逃げるが、このレンジャク

もシメにはかなわない。その点スズメは餌が違うせいか

我閑せずで悠々ヒ工やパンを食べている。レンジャクは

リンゴ好きだが、割って実を空に向けておくと食べる、

しかもいたんで茶色になった処から食べるが、皮だけ残

す。（ヒヨドリは皮のまま食す。）

鳥については駈出しなので大きなことはいえないが、

2月7日10時、8日13時20分、3月15日11時、各日とも

晴天、暖かい日で、ジョウピタキが1羽来た。15日のは

さとう宅で3人で見たが、形、色、尾の採り方でこの鳥

と考えている。写真をとってないため残念至極。

PRが利いて、マーケットの肉屋、野菜屋のご主人、

雑貨屋の小学生が小鳥にと、餌になるものを寄贈してく

れる現状だが、55番地には5戸が適当に餌を与えてい

る。春にはヒマワリを植え、カラを呼び寄せて、シジュ

ウカラ用の巣箱にその子を産ませようと準備をしてい

る。
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生 

わが家のわずか100扉の庭にキレンジャクが姿を見せ

たのは、札幌中がオリンピックの喧嘩からやっと解放さ

れた2月2日日頃であった。

それまではスズメ、シジュウカラ、ヒヨドリ、ツグミ

ムクドリ、アカゲラ等が入れ替り、粒餌、パンクズ、豚

脂、リンゴ等をつつきに来ていたが、キレンジャクの一

群が加わって、にわかににぎやかになった。よく見ると

この頃からシメも2．3羽加わっていた。

毎朝チリリーともとリリーともきける美しい鳴声を交

しながら、10～30羽位づつどこからともなく、お向いの

庭の栗の大木の梢に集まる。大体日の出時刻の前後であ

る。

雪が地面を覆っていた3月中旬までは少ないときで4り

羽、多いときは13日羽位が勢揃いし、風上の方に頭を向

けて一斉にとリリー、とリリーと鳴交わしている。その

中1羽が頃合を見計らっていたかの如く4Um位を一気に

リンゴの餌台へ滑空して来る。しばらく周りをうかがっ

ているがやがて2つ割にしたリンゴの果肉をつつき始め

る0と、それを合図かのように栗の梢から5羽、10羽づ

つ一気に滑空（ほとんど羽ばたかないで）して来る。そ

して餌台の上や、リンゴをつけてある根曲竹の上で餅の

とり合がはじまる。ただ無心に食べるもの、やたらと意

地が意く餌台を一人じめしたいもの、負けてなるものか

と大口を開けてつつきかえすもの、滑る竹にうまくとま

れないで苦労しているもの、ハチドリの様に飛びながら

つつくもの、シメやヒヨドリに追払われるもの、さまざ

＼、．′　　まな個性がみられる。一通り

食べ終ったものは栗の梢に帰

って行っては一休み、又食べ

にやって来るといった具合で

すばらしい食欲である。50羽

位来るとリンゴ10個位は1時

間かけないで皮だけにし、し

まいに下に落ちた皮をもシメ

と取り合っているものもいた

シメはさかん坊だ。一つのリ

ンゴ、一つの餌台を一人じめ

しようとあの大きな銀色のく

ちばしでキレンジャクを追払

っていた。

近くを人が通ると驚いて一

斉に飛び立ち栗の梢に帰って行く。折角楽しげに食べて

いるのだからと用事があっても出来るだけ外に出ないよ

うにしたり、出勤時問になっても閉じ込められたままの

こともしばしばであった。昼の間中この近辺にいるわけ

ではなく時折数時間も1羽もいなくなることもある。廻

蓮であろう。この廻蓮は雪どけが進むにつれて多くなっ

て来た。あちこちで餌が得られるからだろうと思う。夕

方は日が落ちるまでいるが夕日が落ちると一斉にいづこ

かへ飛び立って行く。

いったい夜はどこに居るのだろうか？

3月2り日頃から末にかけて段々数が減って来て3り羽位

しか見られなくなった。彼等もシベリヤに帰り出したの

かな等と家内と話し合っていたが、3月31日と■4月1日

に約15‘湖の積雪があり、この日の午後から又1nO羽以上

勢揃いするようになった。現金なものだ。他で餌が得ら

れなくなったからだろう。いそいでリンゴ集めに走り廻

った。この餌にするリンゴであるが、数軒の八百屋、果

物屋さんにくずリンゴをとっておいてもらい、勤めの帰

りに集めて廻った。リンゴ箱で10も集めたかも知れない

八百屋さんに何するのかきかれて説明に苦労し、餌台の

リンゴが減っていると上機嫌だと家中の者に袷かされた

りⅦ考えて見ると物好きなことかも知れない。4月2

日にウトナイ湖に行き、帰って見たら又130羽位来てい

た。この中にヒレンジャクが2羽見られたのを侍記した

い。最後と思い至近距離からカラー写真をとった。

もうそろそろ彼等は北の国へ帰るだろう。10羽か20羽

位残って呉れればいいのにと、家内と話し合ったが、よ

く考えて見ると、やはりそろってシベリヤに帰り、子供

を育て、その子供達と一緒に又今年の冬来訪してくれる

方が自然の摂理にかなっているし、彼等のためでも、ま

た私達のためでもあろうと思っている。

次の冬も又リンゴ集めに走りたいものである。

4月5日記
（札幌市白石区北郷4条3丁目在住）

－．　0　－－－



屠殺場の野鳥

入　江　義　智

オジロワシが屠殺場にいる／と聞いて3月の初めと、

つい最近、雪の融けた屠殺場に2回いってみた。屠殺場

は千歳空港より南方に1随ほど行ったところにある。

「オジロワシだ／」空に4羽、トビとは別に群をつく

り上昇気流にのって高く舞っている。英日な尾が目立っ

てじつに雄大である。そのときは4羽だったが、多いと

きには9羽も集まることがある。

オジロワシが捨てられた肉をねらって降りてくる姿を

写真にとろうと、ブラインドの中で待つことにした。し

かし、いつまで待っても警戒してぜんぜん降りてこよう

としない。そんなところにハシブトガラスがたくさん来

た。オジロワシは依然こない。半分ヤケクソになってカ

ラスの写真を撮っていると、表情がまことに面白い。そ

れに、カラスの飛行技術にはすぼらしいものがある。た

とえばUターンする時には、巽を水平から斜めにして、

スピードをゆるめ、翼を細かく動かしながらⅤターンす

るのだ。そのときの初列風切羽は大きく開いていてじつ

にあざやかだ。降りる時も、翼を立てて大きく広げ、足

－、◆tl－叫■■、1、一◆、－～．●－～　“　■■　】　　＿＿一■■＿．－n＿＿＿－▲＿＿＿－＿＿＿＿＿－＿＿＿＿

野鳥十年一三≧三三一

を前に出し、尾羽を広げ着地する。

「カァーカァーカァー」、「アーアーアー」、「カオ

ーカオーカオー」、カメラをのぞいている間に私の近く

が非常にうるさくなってきた。ブラインドの穴から外を

見ると、一面責黒である。上下左右、至るところにカラ

スがいる。頭のすぐ上にも来ている。そのすさまじい声

を聞いていると、ぶきみで、恐ろしく、今にも嚢撃され

はしまいかと思ったくらいである。

その日、オジロワシはとうとう降りて来なかった。こ

こに集まるオジロワシがどこを寝ぐらにしているのか私

にはわからない。つきとめてみたいものだ。

（3月28日）

鳥　の　記　録

◇夏鳥・漂鳥の初認

カ　ワ　ラ　ヒ　ワ　3月20日　江別市大麻 百武　充

3月23日　美唄市光珠内　　藤巻裕蔵

3月24日　札幌市真駒内　　新妻　博

3月30日　　〝　西岡

リ　3月2（伯　江別市大麻

3月25日　札幌市白石北郷

3月26日　美唄市

ハクセキレイ　3月24日　美唄市光珠内

セグロセキレイ　3月26日　札幌市真駒内

モ　　　　　ズ　3月12日　広島町酉ノ里

3月26日　札幌市西岡

4月　9日　江別市大麻

キ　ジ　バ　ト　3月3日　札幌市西岡

3月26日　千歳市北信濃

3月27日　美唄市光珠内

3月27日　江別市大麻

ホ　オ　ジ　ロ　4月5日　千歳市北信濃

．一．一・．．．一．－．J　　ベニ　マ　シ　コ　4月4日　札幌市西岡
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藤の沢探鳥会に参加して 宕

1　－　　　　　－1－

2月27日、藤の沢白鳥園（ジンギスカン亭）での探鳥

会に参加しました。雪が′」、止みなく障るあいにくの天気

でしたけれど、50人はどの人が集まり午後まで熱心な観

察が行なわれました。

白鳥園の付近は雑木林に囲まれ、札幌市内でもまだま

だ緑の多いところで、小鳥たちの楽園のようです。白鳥

園の庭の木には脂身、とうきび、リンゴなどが備えっけ

られていて、そこにいろいろな野鳥が餌を食べに来るの

ヽ・ノ　　です。私が着いた

）

＼■－ザ′

ときは、ちょうど

シジュウカラがス

ズメに混っで忙し

く脂身をついばん

でいました。次に

ミヤマカケスが数

羽、このミヤマカ

ケスが来るのには

おもしろいことに

小鳥の村の村長

（小沢さん）が「呼

びに行く」と戸外

に出ましたら、ま

もなく集まってき

たので、どんな風

にして呼んだのか興味シンシンというところ、でもそれ

は秘密なのだそうです。それからツグミ、ヒヨドリ、シ

メなどが次々にやってきてはいろいろなポーズで私たち

の目を楽しませてくれました。いっもは林の中で遠くの

′」＼鳥を双眼鏡でのぞくのですが、今日はすぐ近くで観察

できたので、餌をついばむようすやその烏の特徴も本と

比べあわせてよくみることができ、とてもよかったと思

います。絵でみているといかにもケパケバしいような配

色の鳥が、自然の中にいると不恩義とあたりに調和して

すぼらしい色彩をみせてくれるのです。自然の配色は

人の力の及ばないみごとさと、あらためて感心しまし

た。

◇この目の記録　スズメ、シジュウカラ、アカゲラ、カ

ケス、シメ、ヒヨドリ、ツグミ、オオアカゲラ　計8種

◇参加者　約5目名

こ＞◇∝X＝＞く〉◇◇こ＞加こ＞∞◇こ＞◇00⊂＞◇◇◇、こ＞◇◇◇く＝＞◇◇◇

ウトナイ　探鳥会

◇〈〉く×＝XXやく＝佃⊂二的◇くゴ

『

、－

4月2日、定期バス3本に分散乗車してウトナイに集

まったのは約3り名、藤ノ沢につづきこの日も雪模様でし

たが、ときどき晴れ間も出て風もなく、まあまあの日和

でした0ただ、昨年より雪がずっと多かったのは予想外

でした。

鳥はほとんどが対岸寄りにいて、双眼鏡でもちょっと

苦しい距離でしたが7台ほど並んだコーワスコープ（25

倍の望遠鏡、水鳥の観察にはたいへん便利です）を交替

でのぞいて楽しみました。オオハクチョウは残念ながら

20羽くらいしか残っていませんでしたが。ヒシクイの大

群が入っていて、オジロワシが上空を飛んだりするとき

には、1日り～200羽が鳴き交しながら舞い上り、壮観でし

た。カモの種類も多く、とくに白いミコアイサのオスが

人気を集めました。そのほか渡りの途中のツルシギの群

もう戻ってきたオオジュリンなどもいて、わりににぎや

かな1日でした。

◇この日の記録　オジロワシ、トビ、ハシボソガラス、

ツグミ、ハクセキレイ、オオジュリン、ベニマシコ、ヒ

バリ、マヒワ、コゲラ、シジュウカラ、ハシブトガラ、

キジバト、エナガ、ツルシギ、オオハクチョウ、ヒシク

イ、マガモ、オナガガモ、ヨシガモ、ヒドリガモ、カワ

アイサ、ミコアイサ、ホオジロガモ、キンクロハジロ、

スズガモ、アオサギ、解散後にノスリ　　　　計28種

◇参加者　約30名

－11－



モ北国の　自然　と野鳥ミ

井上副会長が記念出版

本会副会長の井上元則先生が古希を記念されてこの本

を出版されたので御紹介します。御存知の方も多いと思

いますが井上先生は本道の森林昆虫の権威で、転業がら

全道各地の森林を歩かれ、長年野鳥観察を続けられまし

た。特に本道の鳥については、十勝三股でミユビゲラを

発見し、本道にもこの鳥が生息していることを確認され

学界に紹介する大きな功績を残されています。

苦、先生が若かった頃、夢中になって烏を追いかけて

いたため、モァカショウビンミとアダナをつけられたそ

うですが、最近の井上先生はモセンミリ先生ミと呼びた

くなるほど生態写真の糧影に夢中です。勧自慢のセンミ

リのレンズを駆使してどんなげっさくが生れるか事務局

一同楽しみにしています。

先生の探鳥会の出席率は皆勤に近く、毎度豊富な話題

赤いハクセキレイはいませんか

山階鳥類研究所では、毎冬東京都と愛知県のねぐらに

集まるハクセキレイの標識調査を行なっています。これ

らのうちには、北海道やカラフトで回収されたものも多

く、渡りの経路を知る手がかりになっています。

今年は、足環のほか、体の一部に色をつけて放鳥して

います。もし次のようなハクセキレイをみたら、研究所

か本会の事務局まで、月日、場所、着色部分、足環の色

通過したものか住みついているものかなどをおしらせく

ださい。

④額に赤ペイント、赤か責色の足環（愛知県で放鳥）

④腹に赤ペイント、アルミの足環（東京都で放鳥）

㊤足環だけ（東京、愛知ほか）

なお山階烏研は東京都渋谷区南平台町8－20です。

＜事務局だより＞

令　さわやかな季節になりました。ついこの間まで、

さむざむと空を刺していた木々の梢も、もう霞むよ

うにやわらかな新緑に包まれはじめました。でも、

3月末から4月にかけての気温が低かったせいか、

烏たちの渡りは少しおくれているようです。第10号

ができました。うまくバードウィークの間にお手も

とに届いたでしょうか。

で私たちを楽しませて下さいます。探鳥会の話題のなか

では昨年の愛山渓での先生の頑張りは目覚ましく、山に

登りはじめて間もなく、一合目で完全にダウンと見られ

ていたのが、時がたち二台目三台日と登るうちに元気快

復、最後まで元気に歩き通されました。これは先生の豊

富な山歩きの実績を証明し、身心ともにきたえられてい

ることを証拠だてているといえることでしょう。

本の予定で始めたのが井上先生の紹介になってしまい

ました、（それだけ先生にまつわる話題が豊富というこ

とになります。）最後になりましたがこの本は市販され

ません。事務局でおとりつぎすることをお知らせし紹介

にかえさせていただきます。なお、本書は北海道公共図

書館協会等の選定図書になっています。

B6版2t汀ページ　農林出版　刊行　定価　700円

野幌森林公園を歩きましょう

野幌森林公園をブラブラ歩きながら烏や花を見ていま

す。おヒマな方はどうぞお出かけください。

◇日　時　5月21日、6月18日、7月16日

◇集　合　6、7月は午前9時国鉄大麻駅待合室、5月

はコースを変えますので未定（同行のご連絡

をくださる方に後ほどおしらせします）

◇昼食、雨具などお持ちください。

◇歩く距離は12キロくらいあります。

◇都合により中止したり、目を変える場合もあります。

同行される方は必ず前日の午前中に下記までご連絡く

ださい。

◇連絡先　道庁自然保護課　百武　充

（TEL231－4111－内線3895）

◆　こんど、会員の白山周治さん等の努力で、旭川市

に旭川野鳥愛護会が結成され、きっそく活動をはじ

めています。野鳥愛護会の行事はどうしても札幌中

心になってしまうので、地方の会員にはいっも申し

わけなく思っているのですが、旭川のように独自の

会ができるのは、私たちにとってもうれしいことで

す。発展を期待します。

令　道庁の組織の一部が変り、生活環境部がスタート

しました。事務局のある自然保護課も11階から12階

に移りました。
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